
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年２月２４日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０広第１４号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２１年１０月１５日（木） ０３時２５分ごろ 

発生場所 香川県高松市 男木島灯台から真方位０００°４３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°２６.３′ 東経１３４°０３.６′） 

事故等調査の経過 平成２２年２月１２日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（広島事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数 旅客フェリー さんふらわあ ごーるど、１１,１７８トン 

 船舶番号、船舶所有者等  １４０５８４、株式会社ダイヤモンドフェリー 

 乗組員等に関する情報 船長、二級海技士（航海） 

機関長、二級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷  油圧式可変ピッチ推進装置（ＣＰＰ）のアウターオイルチューブ（２重

管になった変節油送油管のうち、前進側変節油の流路）のピストンロッド

との接続フランジ全周部に亀裂及びボスヘッド（油圧シリンダの船尾側蓋

に相当）締付けボルト８本中７本に亀裂 

   

 事故等の経過  本船は、船長及び機関長ほか２４人が乗り組み、旅客１１２人、車両１

０４台を載せ、阪神港神戸区に向け瀬戸内海を東進中、平成２１年１０月

１５日０３時２５分ごろ、推進器の前進変節角を増加させる操作が行われ

たところ、小角度の状態のまま制御できず、所定の速力での航行が不能と

なった。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ２ 

海象：平穏 

 その他の事項  本船は、平成１９年１１月に竣工したＣＰＰを有する２機１軸船で、大

分港と阪神港神戸区との定期航路に就航し、年間約４,０００時間運航され

ていた。 

 本船と同時期に就航を始め、同型式のＣＰＰを備えた姉妹船は、平成２

１年６月にボスヘッド締付けボルトの回り止めに損傷が生じたため、増し

締めを行った上、再度回り止めが施されたが、本事故後、本船と同様の損

傷が判明した。 

 本船は、平成２１年１０月初旬より、増速操作を行うと、推進器の前進

変節角は増加するものの、円滑に増加しない現象が現れ始めていた。 

 ボスヘッドとプロペラボスの面圧は、プロペラが回転中に前進変節油圧

が作用すると、その接触面外縁部の約半周範囲で上昇することとなり、姉

妹船のボスヘッドには、この範囲にフレッティングの兆候が現れていた。 

 ボスヘッド締付けボルトは、８本中７本の各首部で亀裂が生じていた。 

 ピストンロッドのシールリング用Ｏリングは、硬度が計画値よりも低い

材料のものが誤って組み込まれていた。 

 ピストンロッドは、常用される前進変節角２８度から後進変節角１２度

 



 

の変節範囲でシールリングとの擦過傷を生じていた。 

 アウターオイルチューブは、ピストンロッドとの接続フランジ部の全周

に変節油の流路にまで貫通する亀裂が生じていた。 

 ボスヘッド締付けボルトは、平成２２年３月に、８本中１本に緩みを生

じていることが確認された。 

 本事故後、恒久対策として、ボスヘッドは、プロペラボスとの接触面積

を増加させる形状のものに、また、ボスヘッド締付けボルトは、疲労強度

を増加させた形状及び材料のものにそれぞれ取り替えられた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

 本船は、阪神港神戸区に向けて瀬戸内海を東進

中、増速操作が行われたところ、推進器の変節角

が小角度のまま制御できず、所定の速力での航行

が不能になったものと推定される。 

 推進器変節角は、前進変節油が、アウターオイ

ルチューブに生じた亀裂から漏えい
．．

したため、油

圧が十分に上昇しなくなり、小角度のまま制御で

きなくなったものと考えられる。 

 アウターオイルチューブは、ボスヘッド締付け

ボルトの損傷に伴い、変節用ピストンの半径方向

変位量が増大したことにより、ピストンロッドと

の接続フランジ部に過大な曲げ応力が繰り返し付

加されて亀裂を生じたものと考えられる。 

 ボスヘッド締付けボルトは、ボスヘッドの変位

量が増大したことにより、締付け力が低下して曲

げ応力が増加したため、損傷した可能性があると

考えられる。 

 ボスヘッドは、プロペラボスとの接触面積が少

ないなどにより、十分な摩擦力が得られていなか

った可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、阪神港神戸区に向けて瀬戸内海を東

進中、増速操作が行われたところ、推進器の前進変節油圧力が十分に上昇

しなかったため、変節角が小角度のまま制御できなくなったことにより発

生したものと考えられる。 

 




